
利用者（住民）目線を基に、全国の郊外
型住宅団地が抱える都市課題解決に資する
取組を泉パークタウンにて実施・検証し、成果
を展開する。
様々な関連分野の先進的な技術等を活用
したアーキテクチャを構築し、既存街区では個
別技術実証を、新街区ではサービスのパッ
ケージ化と運用実証を実施する。
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泉パークタウン（約１万世帯の郊外居住地域）は、「既存街区」での個別技術実証、並びに「新規街区」での技術パッケージ運用実証「コミュニティ都市OS及
び利用サービス」を連携発展できる。住民のくらしに基づく設計が「実用性の高いコミュニティ都市OS」を実現し、「住民主体のタウンマネジメント」が持続的な運
用を可能にする。さらに「産・官・民連携」体制の相互補完的なアーキテクチャを通じ、全国の郊外居住地域が抱える課題解決の糸口を示す、
「郊外居住地域型スマートシティモデル」を実現する。

■ 泉パークタウンの概要
[位置図]
仙台市北部エリア
の郊外居住地域
(中心部から約10km)

[面積・人口等]
街開き 1974年
※多彩な生活機能を備えた複合型都市
総開発面積 約1,074ha
10,432世帯 25,525人（2021年1月時点）
2023年新街区街開き 約48ha 721世帯

■ 対象区域のビジョン

■ 事業のセールスポイント

■ 課題と取組み



安心･安全安心･安全
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運営体制スマートシティの目標(KPI)

導入技術（ 枠内が先行取組事業）

KPIについては、「コミュニティ都市OS」の実証実験に基づく、取得データ、
実証成果等を踏まえて設定を行う

コミュニティ都市OSとタウンマネジメント運用による、良質なコミュニティ形成・満足
度を測るKPIを検討。「コミュニティ満足度」を向上させる取組みを通じ、地域コミ
ュニティの活性化、持続的な都市機能の維持といった地域課題の解決に繋げる

＜指標の元になる、取得データ・KPI例＞
■具体のKPI目標数値（対象世帯）
・コミュニティ都市OSおよび利用サービスの登録率 ：90%※

・配信アンケート等の回収率 ：50%※

・各サービス・コンテンツの利用評価 ：定性評価
・共用施設（集会所等）利用回数 ：前年比10%増

■目標年度 ：2024年度

KPI 仮説 ： 「コミュニティ満足度」 指標KPI 仮説 ： 「コミュニティ満足度」 指標

〇デジタルマーケティングの仕組みを応用した、住民共感型のタッチポイントで分野横断の先進サービスを一元的に提供
〇「くらし起点」の生活動態データ収集と、まちの動態把握により、タウンマネジメントで新たな価値創出
〇連携サービスのアドオンや、他都市連携API群の整備等、拡張性を備えたプラットフォーム構築（将来対応）

コミュニティ都市OS（産・官 主導による最適化）

住民・ユーザーとのSNSタッチポイント IoTデバイス・Webアプリ
スマートな認証（ex.顔認証) etc…

共通
機能 UI・UX／AI・Analytics／BI／マイクロサービス／データ蓄積

モビリティサービス 物流・コミュニティ
サポートサービス

防災対策・
エネルギーサービス

循環型モビリティ・
ID連携サービス

公共オープンデータ
その他データソース

例：市場流通データ
（データ銀行・データ取引所の活用）

事業者保有データ

まちで実現する住民サービスまちで実現する住民サービス

コミュニティ プラットフォームコミュニティ プラットフォーム
サービス連携API

データ・デバイス連携API

住む人コミュニティ

くらしが中心の持続的なスマートライフ構築

地域とつながるスマート空間設計アップデート

タウン情報ネットワーク
タウンエネルギー網

住民管理システムDB ×
タウンデジタルプラットフォーム

リアルサービス連携の姿

分析・改善活動可能性の検討

デジタルマーケティング
エコシステムの活用

個
別
対
応
の
在
り
方

コミュニティ取組の効果検証
による持続的な解決

都市OSを活用する住民主体型
タウンマネジメント法人と

そのアーキテクチャーのあり方

使
い
心
地
の
在
り
方

タ
ウ
ン
セ
ン
シ
ン
グ
デ
|
タ

共用
活用

泉パークタウンL.I.D(民主導の運用)

住民主体のタウンマネジメント法人

仙台市泉区での課題解決
に向けた行政連携のあり方

付加価値による
魅力あるまちづくり

効率的で効果的な
モビリティ施策

地域
交通
地域
交通
エネ

ルギー
エネ

ルギー
住民による自立した
タウンマネジメント

防災・
子育て
防災・
子育て

要
素
の
関
係
整
理
活
用

エネルギーエネルギー 健康健康交通・物流交通・物流行政サービス行政サービス

受益者負担の原則に基づく持続可能な運用
各サービスの受け皿となるﾛｰｶﾙﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ構築

※…対象世帯
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ビジネスモデル

スケジュール
仕様検討

アップデート
活動の継続

実装

実証・仮運用 実装・部分実装
東工区まちびらき2021 2022 2023 2024 2025

実装

実装

実装

実装

実装

LID設立

コミュニティ都市OS
仮運用

IDによるサービス
連携実証

①効率的で効果的なモビリティ施策

②LIDの設立（住民主導のタウンマネジメント組織）

③コミュニティ都市OS（コミュニケーション・手続きのデジタル化）

④物流ネットワークを活用したコミュニティサポート

⑤自立的な防災対策とVPP技術によるエネマネ

⑥多世代コミュニティ型地域ケア(施設開業予定：2023年)

物流ネットワークを基盤とした
街のコンシェルジュ機能検討
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住民管理システムDB ×
タウンデジタルプラットフォーム

分析・改善活動可能性の検討

デジタルマーケティング
エコシステムの活用

個
別
対
応
の
在
り
方

タ
ウ
ン
セ
ン
シ
ン
グ

便利でスマートな
地域交通

泉パークタウンLID（住民主導の運用）

泉中央駅

仙台市泉区での地域交通の在り方
技術・サービスパッケージの導入

仙台市泉区での地域交通の在り方
技術・サービスパッケージの導入

EVシェアカーEVシェアカー

安心・安全の
スマート機能

タウンEVの在り方タウンEVの在り方

×

■住民目線による都市OSの最適化を目指し、仙台市の課題を産官民の各事業取組の総和で解決する、
持続可能な街全体のアーキテクチャを構築。その取り組みを他の郊外居住地域へ水平展開する。

使
い
心
地
の
在
り
方

×

都市OSを活用する住民主体型
タウンマネジメント法人と

そのアーキテクチャーのあり方

↓For 仙台駅

4

仙台市泉区の都市OS取組
(身近・便利・効率的な行政サービス)
仙台市泉区の都市OS取組
(身近・便利・効率的な行政サービス)

・付加価値による魅力あるまちづくり
・効率的で効果的なモビリティ施策
・住民による自立したタウンマネジメント

エネルギーの
自産自消

自然との共生
人と自然が調和した住環境

健やかで健康な
ライフスタイル

域内循環交通域内循環交通

リアルサービス連携の姿

くらしが中心の持続的なスマートライフ構築

住む人コミュニティ

多世代交流×ヘルススコア
システムの実装

多世代交流×ヘルススコア
システムの実装

住民主体のタウンマネジメント法人

ゼロ・エネルギータウン

30%緑化による自然との共生

太陽光発電システム 家庭用蓄電池太陽光発電システム 家庭用蓄電池

コミュニティを醸成する街並み

タウン情報ネットワーク

タウンエネルギー網

地域とつながるスマート空間設計アップデート

太陽光発電システム 家庭用蓄電池太陽光発電システム 家庭用蓄電池

仙台泉区での行政と連携した
経済合理性と快適性の追求
仙台泉区での行政と連携した
経済合理性と快適性の追求

地
域
交
通
デ
｜
タ 環境基準や超高齢化への課題

防災および新しい生活様式、
子育てへの支援取組

（行政と民意連携の在り方）

路線バス（宮城交通との支流連携）
× 地域コミュニティバス（パークバス・路線計画） 郊外居住地域等への課題解決

の広がり仙台市全域へ水平展開
地域交通サービスとなる
「域内循環交通（＝パークバス同等）、
コミュニティサイクル、EVシェアカー、タウンEV
（事業車両EV等）の在り方」

公共交通（路線バス）公共交通（路線バス）

公共交通（鉄道交通駅）公共交通（鉄道交通駅）コミュニティサイクルコミュニティサイクル

個人向け移動交通手段
（コミュニティ支援施設・カーポートシェア）


